
高等学校学習指導要領の改訂（案）のポイント

１．今回の改訂の基本的な考え方

○ 教育基本法、学校教育法などを踏まえ、これまでの我が国の学校教育の実践や蓄積を活かし、
子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成。その際、子供たちに求めら
れる資質・能力とは何かを社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」を重視。

○ 知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等の育成のバランスを重視する現行学習指導
要領の枠組みや教育内容を維持した上で、知識の理解の質をさらに高め、確かな学力を育成。

○ 高大接続改革という、高等学校教育を含む初等中等教育改革と、大学教育改革、そして両者を
つなぐ大学入学者選抜改革の一体的改革の中で実施される改訂。

２．知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」

知・徳・体にわたる「生きる力」を子供たちに育むため、「何のために学ぶのか」という学習の意義を
共有しながら、授業の創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していけるよう、全ての教科等を、
①知識及び技能、②思考力、判断力、表現力等、③学びに向かう力、人間性等の３つの柱で再整理。

「何ができるようになるか」を明確化

選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられ、生徒にとって政治や社会が一層身近なものとなっており、
高等学校においては、社会で求められる資質・能力を全ての生徒に育み、生涯にわたって探究を深
める未来の創り手として送り出していくことがこれまで以上に求められる。

そのため、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が必要。特に、生徒が各教科・科
目等の特質に応じた見方・考え方を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情
報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したり
することに向かう過程を重視した学習の充実が必要。

情報を的確に理解し効果的に表現する、社会的事象について資料に基づき考察する、日常の事象や社会の事
象を数理的に捉える、自然の事物・現象を観察・実験を通じて科学的な概念を使用して探究する など

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

３．各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立

○ 教科等の目標や内容を見渡し、特に学習の基盤となる資質・能力（言語能力、情報活用能力、
問題発見・解決能力等）や現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の育成のためには、
教科等横断的な学習を充実する必要。また、「主体的・対話的で深い学び」の充実には単元など数
コマ程度の授業のまとまりの中で、習得・活用・探究のバランスを工夫することが重要。

○ そのため、学校全体として、教育内容や時間の適切な配分、必要な人的・物的体制の確保、実
施状況に基づく改善などを通して、教育課程に基づく教育活動の質を向上させ、学習の効果の最
大化を図るカリキュラム・マネジメントを確立。

４．教科・科目構成の見直し

○ 高等学校において育成を目指す資質・能力を踏まえつつ、教科・科目の構成を改善。

国語科における科目の再編（「現代の国語」「言語文化」「論理国語」「文学国語」「国語表現」「古典探究」）
地理歴史科における「歴史総合」「地理総合」の新設、公民科における「公共」の新設、共通教科「理数」の新設、
など

資料５
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高等学校の各学科に共通する教科・科目等及び標準単位数
〔 改 訂 案 〕 〔 現 行 〕

標準 必履修 標準 必履修教科 科 目 教科 科 目
科目 科目単位数 単位数

２単位まで減可現代の国語 ○ 国語総合 ○２ ４
２ ３言語文化 ○ 国語表現
４ ２国語 国語論理国語 現代文Ａ
４ ４文学国語 現代文Ｂ
４ ２国語表現 古典Ａ
４ ４古典探究 古典Ｂ

地理総合 ○ 世界史Ａ ○２ ２
３ ４地理探究 世界史Ｂ
２ ○ ２地理 地理歴史総合 日本史Ａ

日本史探究 日本史Ｂ ○歴史 歴史３ ４
３ ２世界史探究 地理Ａ

４地理Ｂ

｢現代社会｣又は公共 ○ 現代社会２ ２
｢倫理｣･｢政治･経公民 公民倫理 倫理２ ２
済｣政治・経済 政治・経済２ ２

２単位まで減可 ２単位まで減可数学Ⅰ ○ 数学Ⅰ ○３ ３
４ ４数学Ⅱ 数学Ⅱ
３ ５数学Ⅲ 数学Ⅲ

数学 数学２ ２数学Ａ 数学Ａ

２ ２数学Ｂ 数学Ｂ
２ ２数学Ｃ 数学活用

２ ２科学と人間生活 科学と人間生活
「科学と人 「科学と人物理基礎 物理基礎２ ２
間生活」を 間生活」を物理 物理４ ４
含む２科目 含む２科目化学基礎 化学基礎２ ２
又は 又は化学 化学４ ４
基礎を付し 基礎を付し理科 理科生物基礎 生物基礎２ ２
た科目を３ た科目を３生物 生物４ ４
科目 科目地学基礎 地学基礎２ ２

４ ４地学 地学
１理科課題研究

体育 ○ 体育 ○保健 保健7～8 7～8
保健 ○ 保健 ○体育 体育２ ２

２ ２音楽Ⅰ 音楽Ⅰ
２ ２音楽Ⅱ 音楽Ⅱ
２ ２音楽Ⅲ 音楽Ⅲ

美術Ⅰ ○ 美術Ⅰ ○２ ２
２ ２美術Ⅱ 美術Ⅱ
２ ２芸術 芸術美術Ⅲ 美術Ⅲ
２ ２工芸Ⅰ 工芸Ⅰ
２ ２工芸Ⅱ 工芸Ⅱ
２ ２工芸Ⅲ 工芸Ⅲ
２ ２書道Ⅰ 書道Ⅰ
２ ２書道Ⅱ 書道Ⅱ
２ ２書道Ⅲ 書道Ⅲ

３ ２英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ ○ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎２単位まで減可

２単位まで減可英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ○４ ３
４ ４外国語 外国語英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ
２ ４論理・表現Ⅰ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ
２ ２論理・表現Ⅱ 英語表現Ⅰ
２ ４論理・表現Ⅲ 英語表現Ⅱ

２英語会話

２家庭基礎 家庭基礎２
家庭総合 ○ 家庭総合 ○家庭 家庭４ ４

４生活デザイン

情報Ⅰ ○ 社会と情報 ○情報 情報２ ２
２ ２情報Ⅱ 情報の科学

１理数 理数探究基礎
2～5理数探究

２単位まで減可 ２単位まで減可総合的な探究の時間 3～6 総合的な学習の時間 3～6○ ○
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「海洋教育」に関する学習指導要領の主な記述例（抜粋）

※下線は充実した箇所

○高等学校学習指導要領（案）

地理歴史

第１ 地理総合

２ 内 容

Ａ 地図や地理情報システムで捉える現代世界

(1) 地図や地理情報システムと現代世界

位置や分布などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通し

て，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 現代世界の地域構成を示した様々な地図の読図などを基に，方位や時

差，日本の位置と領域，国内や国家間の結び付きなどについて理解するこ

と。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 現代世界の地域構成について，位置や範囲などに着目して，主題を設定

し，世界的視野から見た日本の位置，国内や国家間の結び付きなどを多面

的・多角的に考察し，表現すること。

３ 内容の取扱い

(2) 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

ア 内容のＡについては，次のとおり取り扱うものとする。

「現代世界の地域構成を示した様々な地図の読図」については，様々な地図

の読図によって現代世界を地理的な視点から概観するとともに，球面上の世界

の捉え方にも習熟するよう工夫すること。「日本の位置と領域」については，

世界的視野から日本の位置を捉えるとともに，日本の領域をめぐる問題にも触

れること。また，我が国の海洋国家としての特色と海洋の果たす役割を取り上

げるとともに，竹島や北方領土が我が国の固有の領土であることなど，我が国

の領域をめぐる問題も取り上げるようにすること。その際，尖閣諸島について

は我が国の固有の領土であり，領土問題は存在しないことも扱うこと。また，

「国内や国家間の結び付き」については，国内の物流や人の往来，それを支え

る陸運や海運などの現状や動向，世界の国家群，貿易，交通・通信，観光の現

状や動向に関する諸事象を，様々な主題図などを基に取り上げ，地図や地理情

報システムの適切な活用の仕方が身に付くよう工夫すること。
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第２ 地理探究

２ 内 容

Ａ 現代世界の系統地理的考察

(3) 交通・通信，観光

場所や空間的相互依存作用などに着目して，課題を追究したり解決したりす

る活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識を身に付けること。

(ｱ) 交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸，観光などに関わる諸事象

を基に，それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，交通・通信，観光に

関わる問題の現状や要因，解決に向けた取組などについて理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸，観光などに関わる諸事象

について，場所の特徴や場所の結び付きなどに着目して，主題を設定し，

それらの事象の空間的な規則性，傾向性や，関連する地球的課題の要因や

動向などを多面的・多角的に考察し，表現すること。

３ 内容の取扱い

(2) 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

ア 内容のＡについては，次のとおり取り扱うものとする。

分析，考察の過程を重視し，現代世界を系統地理的に捉える視点や考察方法

が身に付くよう工夫すること。

(ｳ) (3)については，次のとおり取り扱うこと。

「交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸」に関わる諸事象について

は，道路や線路，港湾，空港，通信施設などの施設とともに，自動車や鉄

道，船舶や航空機といった交通機関や通信手段を介した貿易や情報通信ネッ

トワークなどの結び付きなどに関わる諸事象を取り扱うこと。

「領土問題の現状や要因，解決に向けた取組」については，それを扱う際

に日本の領土問題にも触れること。また，我が国の海洋国家としての特色と

海洋の果たす役割を取り上げるとともに，竹島や北方領土が我が国の固有の

領土であることなど，我が国の領域をめぐる問題も取り上げるようにするこ

と。その際，尖閣諸島については我が国の固有の領土であり，領土問題は存

在しないことも扱うこと。
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今後の学習指導要領改訂に関するスケジュール（現時点の進捗を元にしたイメージ）

２６年度
（2014）

２７年度
(2015）

２８年度
(2016）

２９年度
(2017）

３０年度
(2018）

３１年度
(2019）

３２年度
(2020）

３３年度
(2021）

３４年度
(2022）

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

改
訂

29
・３
・31

改
訂

中
教
審
諮
問

26
・11
・20

答
申

28
・12
・21

周知・
徹底

周知・
徹底

周知・
徹底

使用開始教科書検定 採択・供給

３２年度～全面実施移行期間

使用開始教科書検定 採択・供給

使用開始教科書検定 採択・供給

移行期間

移行期間

３３年度～全面実施

３４年度～年
次進行で実

施

東京オリンピック

パラリンピック

幼
稚
園

中教審における検討

論
点
整
理

27
・
8
・
26

審
議
ま
と
め

28
・
8
・
26

周知・
徹底 ３０年度～全面実施

特別支援学校学習指導要領（幼稚部及び小学部・中学部）についても、平成29年４月28日に改訂告示を公示。
特別支援学校学習指導要領（高等部）についても、高等学校学習指導要領と一体的に改訂を進める。7




